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１．薬剤師を取り巻く環境の変化と
薬学教育モデル・コアカリキュラム

平成１３年

• 日本私立薬科大学
協会 「薬学教育モ
デルカリキュラム」公
表

• 国公立大学学部長
会議 「薬学教育モ
デルカリキュラム」公
表

平成１４年

• 日本薬学会 「薬学
教育モデル・コアカリ
キュラム」公表

• 診療報酬・調剤報酬
改定
（医科－1.63％,
歯科－1.31％,
調剤－4.33％）

平成１５年

• 薬学教育の改善・充
実に関する調査研
究協力者会議

• 「実務実習モデル・コ
アカリキュラム」完成

• 医療保険制度改革
基本方針閣議決定

平成１６年

•薬剤師養成教育６
年制関連法案可決
成立

•診療報酬・調剤報
酬改定
（医科,歯科,調剤
±0％）
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１．薬剤師を取り巻く環境の変化と
薬学教育モデル・コアカリキュラム

平成１７年

• 医療制度改革大綱
公表

平成１８年

• 薬剤師養成教育６年
制スタート

• 医療法等の一部改正
法案成立

• 診療報酬・調剤報酬
改定
（医科－1.88％
歯科－1.52％
調剤－2.00％）

平成１９年

• 薬局を医療提供施設に位置付け（医療法第１
条の２）

• 薬局における安全管理体制の整備（薬事法
第９条）

• 薬局機能情報の届出・公表制度（薬事法第８
条）

• 患者の居宅での調剤（薬剤師法第２２条）

• 「医療提供体制の確保に関する基本方針」の
適用
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１．薬剤師を取り巻く環境の変化と
薬学教育モデル・コアカリキュラム

平成２０年

• 薬剤師の行政処分
類型の変更（薬剤師
法第８条）

• 行政処分を受けた
薬剤師の再教育の
義務付け（薬剤師法
第８条）

平成２１年

• 薬学共用試験スター
ト

• 医薬品販売制度の
改正

平成２２年

• 長期実務実習スター
ト

• 薬害肝炎の検証及
び再発防止のため
の医薬品行政のあ
り方検討会最終報
告

• 「チーム医療の推進
に関する検討会報
告書（厚生労働省）」
取りまとめ

平成２４年

• ６年制第１期生卒業

• 新たな薬剤師国家
試験実施

• 中学校学習指導要
領変更「医薬品の正
しい使い方教育」
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２．薬剤師の任務

薬剤師は、調剤、医薬品の供給その
他薬事衛生をつかさどることによって、
公衆衛生の向上及び増進に寄与し、
もって国民の健康な生活を確保するも
のとする。
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３．薬剤師養成教育を考える

• 薬剤師の任務

• 任務を果たすために薬剤師に求められる資質

• 卒業時の実践的能力を設定

• そのためのカリキュラムを組み上げる

→ Outcome-Based Education
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４．カリキュラムプランニング
卒業研

究

実務実習

事前学習

臨床教育

基礎教育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

8



５．Outcome-Based Education
（学習成果基盤型教育）

卒業時達成目標（アウトカム、学習成果）から、それを達成す
るようにカリキュラムを含む教育全体をデザイン、作成、文書化
する教育法

卒業目標を設定し、それを達成できるように目標、方法、評価
など教育全体をデザインする。

卒業目標を達成できるように１年次から順次性のある学習目
標を設定するラセン型カリキュラム
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６．Outcome-Based Education
（学習成果基盤型教育の例）
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「調剤、医薬品の供給その他薬事衛生をつかさどる」

 薬剤師法第１条

医薬品の
供給

調剤 薬事衛生

資料提供：武政文彦先生

７．薬学教育の偏り



支点の偏り／
視点の偏り？

資料提供：武政文彦先生 一部改変

調剤 医薬品の
供給

薬事衛生

７．薬学教育の偏り

資料提供：武政文彦先生 一部改変



８．一般用医薬品に関する教育

４）薬局カウンターで学ぶ
１．かかりつけ薬局の役割について指導薬剤師と話し合う。
２．患者、顧客に対して適切な態度で接する。
３．疾病の予防および健康管理についてアドバイスできる。
４．セルフメディケーションのための一般用医薬品などを適切に選択できる。
５．医師への受診勧告を適切に行うことができる。
６．患者からモニタリングによって得た副作用情報への対応策について説明できる。

一般用医薬品に関する教育なし

【ＯＴＣ薬 セルフメディケーション】
１．地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を討議する。
２．主な一般用医薬品(ＯＴＣ薬)を列挙し、使用目的を説明できる。
３．漢方薬、生活改善薬、サプリメント、保険機能食品について概説できる。
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９．調剤業務の変化
〔第一世代〕→〔第二世代〕 →〔第三世代〕 → 〔第四世代〕 → 〔第五世代〕

・調剤 ・処方内容の確認 ・患者インタビュー ・患者インタビュー ・患者インタビュー
・カウンセリング

・調剤 ・処方内容の確認 ・処方内容の確認 ・処方内容の確認
・処方意図の解析 ・処方意図の解析

・調剤
・調剤 ・調剤

・後発医薬品の調剤
・在宅調剤

・用法指示 ・用法指示 ・用法指示 ・用法指示 ・用法指示
・服薬指導 ・服薬指導 ・服薬指導

・薬剤情報提供 ・薬剤情報提供
・薬歴管理 ・薬歴管理／活用 ・薬歴管理／活用

・モニタリング

・リスクマネジメント ・リスクマネジメント
・患者服薬情報提供 ・患者服薬情報提供

・医－薬連携 ・医－薬連携 ・医－薬連携 ・医－薬連携
・薬－薬連携 ・薬－薬連携

・他職種連携

・コンサルテーション

14



１０．コアの概念

・薬剤師としてのコア

・社会のニーズに伴ったコア

・大学の理念に基づいた教育
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１１．モデル・コアカリキュラムへの現場から
の主な意見

全体について

・全体として、よくできている

・モデル・コアカリキュラムがあったから、均一の実習が行われた

・共通の理念がない（薬学教育の目標）

・医療を取り巻く環境、社会のニーズ、薬剤師業務の変化から

ＧＩＯを検討する必要があるのではないか

・それに伴い、ＳＢＯｓの検討も必要である

・時代が変化しても基本となるコアがあるのではないか
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１１．モデル・コアカリキュラムへの現場から
の主な意見

全体について

・ＧＩＯに意識が行かずに、ＳＢＯｓをこなすことにとらわれている

・カリキュラムが過密である（コアの概念を検討）

・実務実習で知識教育が多い

→ 知識は、事前学習までに修得しておいてもらいたい

→ 現場では、知識を基にした技能・態度を学ぶ

・基礎教育、臨床教育、事前学習、実務実習と一貫した教育が

行われていないのではないか

例）事前学習に一般用医薬品に関する事項がない

・事前学習までの教育が、調剤を中心のカリキュラムとなってい

る（一般用医薬品、薬事衛生部分の教育が不足）
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１１．モデル・コアカリキュラムへの現場から
の主な意見

ＳＢＯｓ、ＬＳについて

・表現のわかりにくいＳＢＯｓがある

・新たに追加するＳＢＯｓがあるのではないか

・削除するものがあるのではないか

・ＬＳが業務に合っていない

→実施が難しいＬＳがある

→ＬＳを業務に合わせて、整理する必要があるのではないか

カリキュラムプランニング

・積み上げ方式からOutcome-Based Education（学習成果基盤
型教育）へ変えるべきではないか
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１２．知識教育から技能・態度教育へ

実務実習モデル・コアカリキュラム 薬局実習より

【処方せんの受付】

１．処方せん(麻薬を含む)の形式および記載事項について説明

できる。

２．処方せん受付時の対応および注意事項について説明でき
る。

３．初来局患者への対応と初回質問表について説明できる。

４．初来局患者および再来局患者から収集すべき情報の内容
について説明できる。

５．在庫品がない時の適切な対応方法を選択できる。(技能)
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１２．知識教育から技能・態度教育へ

実務実習モデル・コアカリキュラム 薬局実習より

【調剤録】

１．調剤録の法的規制について説明できる。

→ 大学で学ぶこと

２．調剤録への記入事項について説明できる。

→ 大学で学ぶこと

３．調剤録の保管、管理の方法、期間などについて説明できる。

→ 現場で確認すること

１．調剤録を作成できる。

２．調剤録の保管、管理ができる。
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１３．モデル・コアカリキュラムの見直しに向けて

基本理念について
・薬剤師の任務(薬剤師法第１条)が基本
・実践能力の高い薬剤師の養成
・共通の「基本理念」に基づいてモデル・コアカリキュラムを作成

教育全体のデザインについて

・Outｃome-Based Education(学習成果基盤型教育)へ
・薬剤師として求められる基本的資質の検討

位置づけについて
・コアの概念の再検討
・薬剤師としてのコア
・社会のニーズ伴ったコア

・それぞれの大学の理念に基づいて特色あるカリキュラムを作成
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